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落
成
を
よ
ろ
ζ
ぶ

　多年の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
消
防

庁
舎
が
、
今
回
め
で
た
く
完
成
い
た

し
洵
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
消
防

施
設
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

の
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
昭
和

三
十
五
年
よ
り
消
防
機
構
改
善
の
た

め
、
消
防
本
部
並
び
に
消
防
署
を
設

置
し
、
消
防
力
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
十
一
月
に
は

さ
ら
に
消
防
庁
舎
の
建
設
に
着
手
、

こ
＼
に
め
で
た
く
落
成
を
み
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
新
庁
舎
は
理
想
的
な
　
で
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
緊

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
、
一
部
急
に
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ブ
ロ
ッ
ク
の
構
造
で
総
工
費
九
亘
三
い
こ
と
も
放
送
さ
れ
る
施
設
も
あ

十
七
万
円
で
す
が
、
幸
い
消
防
庁
禽
り
、
今
後
の
市
民
生
活
の
上
に
お
き

の
建
設
資
金
と
い
た
し
ま
し
て
、
関
ま
し
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待

芳
織
物
株
式
会
社
か
ら
五
百
万
円
の
，
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

ご
寄
付
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
り
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
さ
ら
に

共
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
消
防
施
設
の
強
化
を
は
か
る
一
方
、

ざ
い
ま
す
。
な
お
、
庁
舎
新
築
を
機
益
女
消
防
技
術
の
向
ヒ
に
努
力
し
、

会
に
望
楼
の
空
高
く
強
力
な
ミ
ュ
ー
豊
か
な
市
づ
く
り
に
糟
進
い
た
す
こ

ジ
カ
ル
・
チ
ャ
イ
ム
を
設
置
し
、
美
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
喜
び
の
落

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
る
時
報
を
奏
成
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

収助市
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五
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十
日
町
市
潰
防

消
防
署
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心
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阿
部
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次

十

日団
　
　
長

副
，
団
長

副
団
長

副
団
長

副
団
長 町
市
潰
防
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元
市
長
・
名
誉
市
民

中
山
先
生
逝
去

　
　
　
　
郷
土
発
展
に
多
大
の
功
績
の
こ
す

　
十
日
町
市
初
代
市
長
中
山
竜
次
先

生
（
八
八
）
は
去
月
二
十
九
日
午
後
六
時

二
十
分
東
京
品
川
区
小
山
町
の
自
宅

で
老
衰
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
去
る
七
月
三
日
芝
の
胃
松

寺
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
市
か
ら
は

村
山
而
長
、
高
木
収
入
役
、
議
会
代

表
の
樋
口
議
長
が
上
京
し
て
告
別
式

に
参
列
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
香
興

と
し
て
市
で
は
十
万
円
を
議
会
で
決

定
し
た
ほ
か
、
職
員
互
助
会
か
ら
二

万
円
と
花
輪
を
お
く
る
こ
と
に
し
ま

し
た
が
、
十
日
町
市
で
の
葬
儀
は
高

木
収
入
役
が
帰
市
後
に
日
ど
り
そ
の

他
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
中
山
先
生
は
明
治
七
年
十
日
酊
に

生
ま
れ
、
十
四
才
で
上
京
、
苦
学
の

あ
と
東
京
郵
便
電
信
学
校
を
卒
業
、

逓
信
省
を
経
て
N
H
K
常
務
理
事
と

な
り
、
い
わ
ば
日
本
の
放
送
事
業
生

み
の
親
で
あ
り
ま
す
。
戦
後
は
十
日

町
の
発
展
の
た
め
昭
和
二
十
二
年
か

ら
町
長
に
就
任
、
二
期
を
勤
め
ま
し

旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
1

た
が
、
な
か
で
も
信
濃
川
の
治
水
に

深
い
関
心
を
持
ち
、
例
の
「
中
山
堤

防
」
を
築
き
ま
し
た
。
叉
十
日
町
橋

の
永
久
架
橋
に
も
尽
力
さ
れ
信
濃
川

上
流
改
修
に
多
大
の
功
績
を
残
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
教
育
面
に
お
き
ま
し
て
も
「
中
山

賞
一
を
創
設
し
て
学
力
向
上
に
意
を

注
き
、
十
日
町
中
学
校
の
新
築
で
は

文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
又

十
日
町
高
校
に
農
業
科
を
設
け
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
十
日
町
伝
染
病
院
の

新
築
私
立
保
育
所
の
助
成
、
町
役
場

の
新
築
、
十
日
町
電
報
電
話
局
、
郵

改
善
な
ど
に
も
粉
骨
砕
心
の
努
力
を
一
の
称
号
を
お
く
り
そ
の
功
績
を
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
町
村
合
併
促
『
え
た
の
で
あ
り
ま
し
て
こ
の
た
び
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

｝
進
と
而
制
施
行
に
も
尽
力
さ
れ
初
代
一
死
去
は
市
民
全
体
に
と
り
ま
し
て
ま

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一
市
長
を
勤
め
ら
れ
最
後
ま
で
十
日
町
『
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
で
あ
り
こ
こ
に

市
の
謹
つ
く
さ
れ
た
の
で
あ
り
謹
の
舞
し
市
民
の
皆
さ
ま
と

辱
魏
励
携
齢
誘
醗
賜
塾
離
購
噸
講
麗
膿
叫
辮

に
対
し
て
市
で
は
昭
和
三
＋
四
年
名
ど
田
先
生
】

便
局
の
両
局
舎
黎
、
鉄
道
の
璽
幕
民
条
例
を
制
定
し
て
名
誉
墨

チ
ヤ
イ
ム
の
試
鐘
式
湘
（
酢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
時

謬
庁
婁
般
公
開
羅
）

　
市
民
多
年
の
宿
題
で
あ
り
ま
し
た

十
日
町
市
の
消
防
庁
舎
は
昨
年
十
一

月
市
内
高
田
町
一
丁
目
に
建
築
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
よ
う

や
く
完
成
、
七
臼
喜
び
の
落
成
式
が

　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
る
こ
と
に

火
災
の
電
話
は

タ
§
＞

；
毯
「
火
謹
最
初
の
五

｛分間
」
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で

す
。
発
見
し
た
ら
一
秒
で
も
早
く
通

響
箪
く
導
こ
と
が
讐
大
切

｝一
で
す
。
火
災
の
場
合
は
最
先
に
一

騨

一
九
番
の
消
防
署
へ
ζ
趨
報
し
て

な
り
ま
し
た
。
新

庁
舎
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二

階
建
（
一
部
ブ
ロ

ッ
ク
構
造
）
で
一

階
四
八
・
三
坪
、

二
階
三
九
・
三
坪

の
理
想
的
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
延
＝
一
坪

の
展
望
台
の
あ
る

高
さ
八
麟
の
望
楼

と
従
来
の
サ
イ
レ

ン
に
代
る
強
力
な

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
チ

ヤ
イ
ム
が
取
付
け
ら
れ
美
し
い
メ
ロ

デ
ー
に
よ
る
朝
タ
の
時
報
や
緊
急
時

お
け
る
放
送
も
で
き
る
仕
組
み
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
消
防
庁
舎
の
総
工
事
費
は
九
一

百
三
十
七
万
円
で
あ
り
ま
す
。
　
　
一

チ
ヤ
イ
ム
の
始
鐘
式
は
七
日
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

正
午
に
行
わ
れ
ま
す
が
こ
の
チ
ヤ
ィ
一

ム
は
従
来
の
サ
イ
レ
ン
に
か
わ
る
メ

ロ
デ
ー
に
よ
る
時
報
で
半
径
三
千
層

の
範
囲
に
わ
た
り
聞
え
る
と
い
う
強

力
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
曲
目
は
童

一
ロ
九
番
へ

　
き
ミ
，
§

騨
下
さ
い
。
但
し
一
一
九
番
は
火
災
専

　一
用
電
話
で
火
事
の
通
報
以
外
は
使
用

｛一
で
き
ま
せ
ん
か
ら
一
般
の
問
合
わ
せ

｝㎝
や
連
絡
の
場
合
は
普
通
電
話
の
二

　

一
四
五
。
番
譲
い
し
ま
す
．

【
き
孝
「
引
」
『
』
田
ー
諺

臼
謡
「
浜
千
鳥
」
と
日
本
の
「
子
守

一
歌
」
の
二
曲
で
毎
日
午
前
七
時
三
十

饗
浜
千
鳥
」
、
夜
は
午
後
九
時

三
十
分
に
「
早
守
歌
」
の
メ
ロ
デ
ー

を
放
送
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

繕
発
生
の
場
合
に
は
消
防
団
員
の

・
出
動
要
請
や
被
害
状
況
の
速
報
も
放

擁
た
し
ま
す
・
蓬
嚢
共

原
放
送
も
随
時
行
う
予
棄
っ

哨

て
お
り
ま
す
。

消
防
庁
舎
の
一
般
公
開
は
、
八

日
の
日
曜
日
一
日
限
り
。
当
日
は
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

前
九
時
か
ら
年
後
四
時
ま
で
公
開
い

た
し
ま
す
の
で
、
庁
舎
見
学
御
希
望

の
方
は
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
、
望

楼
に
上
る
こ
と
は
危
険
で
す
の
で
お

断
り
い
た
し
ま
す
。

七
月
十
日

「
交
通
安
全
県
」
宣
言
日

　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
ょ
う

最
近
と
く
に
交
通
事
故
が
増
え
、
㎝
交
通
事
故
件
数
は
四
、
六
二
六
件
、

昨
年
い
っ
ぱ
い
で
県
内
に
発
生
し
た

関
芳
さ
ん
が
多
額
の
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
感
謝

消
防
庁
舎
の
新
築
に
つ
き
ま
し
て
一
て
五
百
万
円
と
い
う
多
額
の
ご
寄
附

燗
耀
鷲
駄
望
糊
襲
講
薩
製
催
窺
跡
能
轟
眠

が
で
き
上
り
ま
し
た
が
、
特
に
関
芳

織
物
株
式
会
社
か
ら
建
設
資
金
と
し

一
で
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

τ

ロ

［
一
月
平
均
＝
一
・
六
件
、
ま
た
死
者

一
九
〇
人
、
負
傷
者
四
、
〇
四
九
人

で
一
日
平
均
死
者
○
・
五
人
、
負
傷

者
＝
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す

．
こ
の
た
め
県
議
会
で
は
去
る
三
月
三

一一
覇
籠
瞭
強
嘱
硬
鱒
騒

一㎝
来
る
七
月
十
日
に
「
交
通
安
全
県
」

の
宣
言
を
行
な
っ
て
県
民
総
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
交
通
安
全
宣
需
日
の
十
日
に

は
県
で
は
宣
言
式
を
挙
行
し
た
り
、

広
報
車
等
に
よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
や

こ
れ
ま
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
に
対
す
る
追
悼
と
交
通
ゼ
ロ
ヘ
の

祈
願
を
こ
め
て
十
秒
間
の
黙
祷
を
さ

さ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。

十
日
町
市
で
も
こ
の
行
事
に
応
じ
て

当
日
、
安
全
運
動
の
P
R
に
努
め
る

ほ
か
安
全
宣
言
式
を
挙
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
交
通
安
全
県
」

宣
言
の
七
月
十
日
は
市
内
に
交
通
事

故
が
一
件
も
起
ら
な
い
よ
う
に
私
た

ち
一
人
一
人
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

i
l
＄
◆
季
I
l

14日十日町中学校で

N
H
K
で

は
来
る
＋
四

日
（
土
曜
日

午
前
六
時
半

か
ら
＋
日
町

中
学
校
で
朝

の
ラ
ジ
オ
体

操
の
全
国
中

継
放
送
を
行

い
ま
す
の
で

多
数
御
参
加

下
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し

ま
す
。
当
日

は
晴
天
の
場

合
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
雨
天
な
ら
屋
内

運
動
場
で
行
な
う
予
定
で
す
が
講
師

と
し
て
紅
林
武
男
先
生
が
ご
指
導
さ

れ
ま
す
。

尚
参
加
者
は
当
日
午
前
六
時
に
集
合

し
て
下
さ
い
。
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